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オンチップ生体モデル
生体内の環境に近い状態をチップ上に人工的に再現し、
生体情報の獲得や生体機能を模倣することができます

#ウェルビーイング・人的資本経営

チップ上で高度な臓器機能を再現するためには、
立体的な臓器の形状や動き、刺激環境を構築す
る必要があり、従来の臓器チップでは複雑な生
体機能を模倣するには至っていませんでした。

生体親和性の高いソフトマテリアルと微細加工技
術を組み合わせることによって、チップ上で複雑
な臓器機能の再現や脳の情報伝達などの生体機能
の細胞レベルでのメカニズム解明をめざします。

NTTの有する微細加工技術と生体親和性の高いソフトマテリア
ルの加工技術を組み合わせ、チップ上で生体を模倣した構造や
動き、生体機能を再現

• ハイドロゲル加工技術を用いて、従来の臓器チップで課題で
あったチップ上での生体器官の複雑な動作を再現

• 立体的に変形可能な電極作製技術を用いて、従来の平板電極
で課題であった立体的な神経ネットワークからの信号計測に
成功

• 人工細胞膜制御技術を用いて、生体機能の分子レベルでの評
価に適した、より生体に近い人工細胞環境を構築

ビジネス領域：医療・ヘルスケア分野
ユースケース例：医薬品・化粧品などの評価ツール、病気のメカニズム解明など
提供時期：2030年以降に医療・ヘルスケア分野の要素技術として確立をめざす

出展社＝日本電信電話株式会社 関連リンク＝NTT技術ジャーナル

問い合わせ先URL

材料/加工技術 生物
インターフェース基礎技術

ファイバハイドロ
ゲル導電性材料 ヒト 細胞臓器

オンチップ生体モデリング

脳

管腔（血管・消化管）

細胞膜

より生体内に近い環境を
チップ上に人工的に再現

https://journal.ntt.co.jp/article/25263
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=404&param03=G09-06

	スライド番号 1

